
第２回 学校運営協議会記録

学校名 払戸小学校

開催日時 ７月１１（水） １０時３０分～１２時３０分

出席者 会 長：佐々木有幸

副 会 長：伊藤 章

委 員：木元 克也 戸部 正行 船橋 正熙 矢野 千代

山王丸洋一

校 長 今田 喜代

教 頭 松田万寿雄

協議内容 １ 授業参観 １０：３０～１１：１５

１年生～６年生

２ 協議・情報交換

（1） 会長あいさつ（佐々木有幸 会長）

・児童のあいさつについて

（2） 校長あいさつ（今田 喜代 校長）

・ＣＳ活動の周知と価値の確認

・学校からの積極的情報発信の取組

・スポ少活動における子どもたちの活躍

・伊藤副会長から寄贈していただいた貝殻の紹介

（3） 協議・情報交換（佐々木会長進行）

①これまでの主な取組について

○合同避難訓練（５月30日実施）

・渡部地区と若美南保育園と合同で避難訓練を実施

・津波を想定した訓練であったことから渡部地区で提供した発電

機は下に置いたままでよかったか問題を提起した。

・発電機の排気ガスや音の対策がとれれば，２階に置いても構わ

ないのではないか。



○チャレンジデー2018

・払戸郵便局 海道局長（本協議会会員）より紹介があり，チャ

レンジデー当日に「みんなのラジオ体操会」を企画して，地域

にも参加を呼びかけラジオ体操を実施した。

・「みんなのラジオ体操会」では，指導１級の講師を招聘し正し

いラジオ体操の仕方を学んだ。

・地域からは３２名の参加があった。

○菜園活動

・今年で３年目を迎えたが，これまでと同様，主に渡部地区三浦

町内会長さん（本協議会会員）を中心に耕起等を行っていただ

いた。

・今年度は，耕起するたびに大雨になり土が固まってしまい，耕

起にかなりの手間を要した。

○学校支援

・５年のお米学習会で，秋田県立大学客員教授 矢治幸夫先生か

ら「籾からご飯になるまで」について指導していただいた。

②今後の計画について

○学校支援

・４年水泳教室では，本協議会副会長の伊藤章氏を講師に，水泳

指導を仰ぐ予定である。

・４年宿泊体験防災教室では，渡部地区むつみ会の方々に炊き出

しの担当として参加していただく予定である。

・５年生の家庭科の学習では，小深見地区在住の木元正子氏から

指導を仰ぐ予定である。

○地域支援

・各地域行事への参加

・６年生の総合的な学習の時間で話し合ったことを地域へ呼びか

け実践する予定である。

・各学年で福祉活動に取り組んで行きたい。（施設訪問）

③その他

○次回の学校運営協議会開催日時について

９月２８日（金）１７：３０～

④意見・情報交換

○授業参観を通して，引き続き正しいことばの使い方を指導してい

ってほしい。

○地震や津波の発生のメカニズムが分かってくると，発生時や災害

時の対応，避難時の伝え方などの対応も分かってくる。

○４年の防災教室では，水害対策についても触れてみてはどうか。

小深見，潟端，福川でも河川の氾濫は十分にありうる。地図を使

って子どもたちに周知させた方がよい。舗装やコンクリート化に

よって，水の流速がかなり増している。

３ 給食試食 １２：００～１２：４０

６名の委員と校長，教頭で会食


